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■北大東島の鉱物がサプリに
　北大東村に、島内に自生している月桃を加工する施
設がある。年間を通して収穫できる月桃を活用した製
品開発で農業振興につなげようと、2010年に設立さ
れた。
　株式会社ECOMAPは、月桃加工施設の管理運営
を受託し、これまでにアロマ機材の
原料や基材、芳香・消臭・除菌スプ
レー、化粧品などの様々な製品を県
外の東急ハンズやロフトなど大手生
活雑貨店で販売してきた。中でも北
大東島をイメージした男性向けの香
水は、有名な調香師が特別に協力し
てくれたもので、これまでにない注目
製品だ。
　さらに今年11月、北大東村と
ECOMAPは月桃の粉末と北大東
島で採掘される鉱物「ドロマイト」を
組み合わせたサプリメントを開発した。
　カルシウムとマグネシウムを含んだ
サプリは「カルマグゲットウ」と名付けられ、手始めに那
覇市で開催された離島フェアで発売したところ手応え
は上々で、今後は県内外のわしたショップや豊見城ア
ウトレットモールあしびなー内の島んちゅぬ宝プラザ、イ
ンターネットなどで販売する予定だという。

■今後の展望
　ECOMAPの三輪範史取締役CEOは月桃に大変
詳しい人物で、これまでにも様々な月桃製品開発や沖
縄の未使用資源の有効活用に取り組んでいる。三輪
氏によれば、北大東島は月桃やドロマイトなどの豊富な
資源に恵まれているという。

「ドロマイトは石灰岩が5000万年かけて変化したもの。
人間に必要なカルシウムとマグネシウムの理想比率で
ある2対１で成る鉱物です。北大東島は、地質調査の
結果、島全体がほぼドロマイト化している世界でも貴重
な島であることがわかりました。」
　ドロマイトは主に建築材料や農業用の土地改良材と

して利用されているが、質の良いヨ
ーロッパ産のドロマイトは一部サプリ
メントとして利用されてきた。北大東
村のドロマイトは質が良くサプリメン
トとして有用といわれているが、加工
に手間や費用がかかるためあまり活
用されてこなかった。そこで北大東
村とECOMAPが共同で研究を重
ね、今までにない低コストでの開発に
成功した。今後は製品としてだけで
なく、原料として世界への輸出も狙う。
　また、同社は工場施設の管理運営
だけでなく、製品の企画、月桃の収穫
から加工、販売までを一手に担ってい

る。今後もいろんな企画があり、まずは月桃を利用した
化粧品シリーズの一環としてクレンジングオイルの販
売を間近に控えているそうだ。
　沖縄県や北大東村の協力と島の未使用資源、そし
て月桃のエキスパートである三輪氏の尽力によって、
北大東島から次 と々魅力的な製品が生まれている。　

新発売のサプリ「カルマグゲットウ」と、原
料のドロマイト。北大東島で発掘されるド
ロマイトは純度が高いのが特徴。天然由
来成分でスポーツや成長期の栄養補助
にぴったりだ。

取締役CEO　三輪範史氏

月桃と鉱物という北大東島の新たな魅力。
地域資源を最大活用し、ブランド化を目指す。
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観光地としての国際化が急務となっている沖縄。しかし、近隣の世界的観光地と比べてもまだまだ道
半ばといった感じだ。これからの10年が国際観光地となるための正念場となるだろう。

　国内人口が急速に減少に向かう中、国内の各観光地
は中国をはじめとする外国人観光客の誘致に躍起とな
っている。沖縄も、クルーズ船観光の誘致、航空路線の
拡充、リゾートウェディングの誘客などで外国人をターゲ
ットとした動きが顕著となっている。今後の沖縄は、近隣
の世界的観光地とのライバル競争が激しくなるだろう。
そこで、今回は近隣の世界的観光地と沖縄の比較を試
み、知っているようで知らない海外から見た沖縄につい
て考えみたい。

●沖縄の面積と人口規模はやや中途半端
　沖縄県の面積は2,276平方キロメートル。これと近隣
の世界的観光地を比較すると、グアムの面積は沖縄の
24％、同じくシンガポールが30％、香港も46％に過ぎな
い。そう考えると、沖縄の面積は意外に大きいと感じる
のではないだろうか。ちなみにバリは沖縄の2.4倍、同じ
くハワイが12.4倍、海南島は14.9倍もの広さがある。
　一方、人口面でみてみると、シンガポール、香港は小
さな国・地域にもかかわらず、人口過密な大都市を形成
している。当然、空港、港湾、鉄道などのインフラが充実
し商業施設も発達している。バリや海南島も沖縄の数
倍の人口規模となっている。しかし、ハワイと比べると実
は沖縄の方が上回っている。人口を産業規模、サービス
提供力として考えると、ハワイと比較しても、ようやく世
界レベルで戦える位置に到達した段階といえるのかもし
れない。ただし、バリ・ハワイ・海南島には圧倒的な自然
環境があり、バリのバロンダンスのように各地とも独特
の文化を有している。逆にシンガポールや香港などは、
飲食やショッピング、エンターテイメント産業などの都市
型資源が大きな吸引力となっている。沖縄の場合、都市
機能や自然環境という点では近隣の世界的観光地と
比べ、際立った特色がなく、やや中途半端という感じが

しないだろうか。
●世界的観光地は観光客千万人台級
　復帰後、わずか30数年で沖縄の観光客数は年間
600万人近くに達したが、世界の観光地と比べるとま
だまだの水準だ。例えば、ハワイの観光客数が約800
万人、最近、急成長してきたバリ島でも166万人。香港、
シンガポール、海南島は数千万人級とまさにケタ違い
のスケールだ。国際観光地に成長しなければ、観光産
業を軸とした明るい未来が描きにくい沖縄。世界５つ星
クラスのホテル参入はようやく始まったばかり。国際観
光人材の育成もまだ端緒についた状況だ。今後の10
年は、国際航空・クルーズ船路線の開設、海外資本ホ
テルの進出、国際観光人材の流入、観光施設の整備
が急ピッチで進むとみられる。世界的視野で考えると、
１千万人にはるかに満たないレベルで観光客数の許容
水準が議論されるのはやや寂しい気がしないだろうか。
10年後、20年後、今よりはるかに“沖縄”が有名な国
際観光地として世界に認知されていると信じたい。
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琉魂異才…琉球古来の精神を失わずに、異国の学問・知識を地域にあった形で消化・解釈し、
 ビジネスに活用しようというメッセージを込めた造語。

北大東島にある工場。ここですべての製品が作ら
れている。
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(出所）各国・地域直近資料より弊社にて作成

近隣の世界的観光地と沖縄の比較


